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令和 4年度 岡山県聴覚障害者センター運営会議 議事録（要旨） 

 

１．開催日時   令和 5年 3月 19日（日） 午後 1時 28分～午後 3時 09分 

２．開催場所   岡山県聴覚障害者センター 研修室 

３．総委員数   16名 

４．出席委員数  13名 

５．欠席委員    3名 

６．議事次第  

１ 令和 3年度 中期目標の評価 

２ 令和 4年度 運営状況 

３ 令和 5年度 運営方針（案） 

４ 令和 5年度 予算（案） 

５ その他 

７．議事の審議経過および結果 

所長より運営会議規程第 7条第 4項の規定により本会議が成立すると報告され、運営会議規程第 6

条第 5項の規定により、委員長に県聴障協会長、副委員長に県難聴会長を指名した。進行は県聴障協

副会長、議事録はセンター職員 2名が行う。県聴障協副会長が令和 4年度センター運営会議の開会を

宣した。出席した委員の自己紹介後、委員長より開会挨拶があった。続いて、議長の選出が行われ、

運営会議規程第 7条第 3項の規定により、委員長が議長に指名された。 

 

 議事１ 令和 3年度 岡山県聴覚障害者センター中期目標の評価 

  所長より説明がなされた。質問はなかった。 

  

 議事２ 令和 4年度 運営状況 

  所長より説明がなされた。 

(1) 質問 

１（委員）補聴機器周辺の利用が少ないが一般の人に知られているのか。例えば難聴の身体障害者

と診断する時、センターで貸出を行っていることを知らせると利用率が上がると思う。

一般の人に対する広報活動をどうしているか。 

     （委員）障害認定時や障害者手帳交付時に、センターの案内等を難聴者に配付しているのか。 

    ２（委員）学校にも評価基準はあるが、センター中期目標の評価基準は学校に比べかなり厳しいよ

うに感じる。そのために自己評価の結果が低めになっているのではないか。 

    ３（委員）遠隔通訳の派遣は何件あったのか。 

     （委員）遠隔通訳が行われたのはどのようなケースか。 

     （委員）遠隔用の県タブレットは全市町村に貸し出されているのか。コロナの状況は変わってい

くが今後、遠隔手話通訳は残っていくのか。 

    ４（委員）今後遠隔についてどのようにすすめるのか。聞こえない方、高齢の方が遠隔通訳を利用

するには、タブレットやスマホに慣れるための練習も必要。広報しないといけないと思

うがセンターはどのように考えているのか。 

 

   (2)回答 

    １（所長）センターの広報活動として、応援グッズであればホームページに写真付きで丁寧な記事

を出している。また各団体の広報誌の紙面をお借りして広報した。今年度は自立支援拠

点活動支援事業で生活応援グッズの取り扱いについて説明をした。センターから市町村

に対して、もしくは難聴の判定機関に対して、生活応援グッズの資料、広報資料を提供

したことはない。今後は検討したい。 
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    ２（所長）評価基準は過去５年間の平均値としており、コロナ禍以前の平均値となるため厳しめの

結果になっている。コロナの状況が変われば今後好転すると思う。 

    ３（所長）センターが市町村の遠隔通訳のバックアップをしたのは令和 4年度 0 件、令和 3 年度 2

件。市町村の実績は、令和 2年度は岡山市と笠岡市で合計 10件ほど。令和 3年度は、岡

山市と笠岡市と里庄町で 10～20 件ほど。病院や結婚式、学校関係で遠隔が利用された。

タブレットは 20 市町村に概ね 1 台ずつ貸し出している。コロナによる利用がなくなっ

たとしても、今後災害等で利用できることも考えられるので、ICT 技術の推進という意

味でも、遠隔の推進は続けていくと思う。 

    ４（所長）遠隔の推進については、災害ボランティア研修会での遠隔の実施訓練を今後も続けてい

きたい。県からの指導で遠隔について市町村との意見交換会を毎年開催している。岡山

市の遠隔手話推進委員会が出前講座を開催しており、その活動にセンターは協力してい

る。タブレットの貸出などで協力し普及することでさらに遠隔の推進ができればと思っ

ている。 

 

   (3)意見等 

     （委員）応援グッズの貸出があまり目立っていないので、聴覚障害者の啓発もかねて地域の小中

学校に対して情報を提供し、こういうものがあることを広報していければと思う。 

     （委員）高齢化で補聴器を使う人が増えていくので、その人に対してもセンターの存在を広めて

もらいたい。例えば、新聞社に、センターの利用促進をはかっているという記事を書い

てもらうなど、一般の人にもアピールして欲しい。 

     （委員）県には広報誌や新聞などのメディアの枠がある。全庁での枠のため競争率が激しくてす

ぐに取り上げられるかわからないが、行事やイベントがある場合には、案内の投げ込み

や資料の提供も随時おこなっているので、センターと相談してすすめたい。 

  （委員）難聴者の利用が少ないのは、高齢難聴者にセンターが知られていないためだと思う。高

齢難聴へのサポートも聴覚障害者センターとして取り組んで欲しい。難聴についての啓

発もお願いしたい。 

（委員）利用者のアンケートを見るとセンターに対して大変高い評価がでているので、PRが大切

だと感じた。統計を出す上で、中期目標の評価基準を急に変えるのは難しいかもしれな

いが、評価基準が厳しめであることも踏まえ、センターのいいところをしっかりアピー

ルされたらよいと思う。 

     （委員）私も岡山市の遠隔手話推進委員のメンバー。岡山市内で活動したいと思っているが今日

も他の委員が自費で井原へ出前講座に行っている。ここで言うべきことではないかもし

れないが、県と県聴覚障害者福祉協会で県単位の推進委員会を作っていただけたらと提

案したい。 

     

 議事３ 令和 5年度 運営方針（案） 

 議事４ 令和 5年度 予算（案） 

 議事５ その他 

  所長より説明がなされた。その他の報告はなかった。 

以上をもって、議長より令和 4年度運営会議を終了した旨が述べられ、午後 3時 10分に散会した。 


